
全職員が自分ごととして実践、共通体

験をつくる内容を、各学園で研修主任が

考え、推進していきます。昨年度までのプ

ロジェクトを振り返ると、「3つの創る力」

を意識して実践した先生が一人でもいる

と、理解が進むということが言えます。

みんな一緒に、まず「やってみること」

がポイントになりそうです。

私の取組

令和６年７月９日
夏休み前号
掛川市教育委員会
「３つの創る力」育成
プロジェクトチーム３つの創 る力

育成プロジェク トチーム通信

プロジェクト最終年度が意味するのは

「水平展開」「自走化」のために
これから、各校で、学園共通実践に向けた話合いなど取組が本格化していきます。その中で話し合ったことを

基に、 一人一人ができる「3つの創る力」の発揮・育成に向けた取組を考え、以下に記入しましょう。

・自校の研修構想に位置付けて実践、土台づくり
・研修主任研修会と連動、ほっとスペース活用
・『学力向上ものがたり』をアップデート

・各学園から代表研修主任をプロジェクトメンバーに選出
・全職員が自分ごととして実践、共通体験をつくる
・学園で連携し、研修を自校だけに留めない

「３つの創る力」育成プロジェクト 研修主任研修会令和６年度

水平展開
プロジェクトメンバーを核に、
全校を巻き込み、みんなで実践

キーワード①

来年度以降、各校で実践していけるよ

うにするための土台づくりの１年になりま

す。元々ある学園の体制や枠組みを生か

しつつ、より情報共有や相談をしやすい

仕組みや雰囲気をつくることが重要です。

Teamｓなどを効果的に活用し、学校

の垣根を越えて、積極的に「交流を日常

化すること」がポイントになりそうです。

自走化
プロジェクト終了後を見据えて、
各校・学園で実践、仕組みづくり

キーワード②

「３つの創る力」育成プロジェクトは３年目を迎えました。 最終年度となる今年度は、研修主任研修会と連動

し、「３つの創る力」発揮・育成を意識して実践した職員100％を目標に取り組んでいきます。今年度の取組の

概要を「キーワード」をもとにお伝えします。

「３つの創る力」発揮・育成を意識して実践１００％ ＝ 市内全職員達成！

各学園で
研修主任
が連携

学園代表を中心とした研修主任の先生方の
“熱”が「水平展開」を加速させます。

創律力の発揮。
３年生、平方根の導入です。面積が１㎠の正方形の一辺の長さ
は１㎝、面積が４㎠の一辺の長さは２㎝。では、面積が２㎠の一
辺の長さは…から解決したい課題が生まれます。生徒たちは電
卓で計算しながら、よりよい値を探そうと行動に移していました。
その過程では創合力も発揮されていました。
昨日の中学部の話し合いで、創律力がちょっとわかりにくいよう
な話があったため、投稿してみました。

プロジェクトにおいて、Teamsの活用が始まり
ました。あるメンバーの疑問に、他のメンバー
が実践を紹介し、具体的に考えを伝えています。
「自走化」のための効果的な方法の１つです。

Teams
の活用

第１回研修主任研修会

Teams投稿文拡大


